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1　地域貢献活動の計画と報告
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　八戸学院短期大学　幼児保育学科
学　科 幼児保育 ライフデザイン 看護 計
計画件数（延数） 47 25 75 144
計画件数（実質） 43 20 35  98
学　科 幼児保育 ライフデザイン 看護 計
報告件数（一人 1 件） 15 8 16 39



























幼保 ライフ 看護 計
A　地域活力の創出 7 3 2 12
B　まちの魅力創造 17 10 1 28
C　地域の安心確立 18 7 32 57
D　自治力の向上  1 1




























































































































 ・　本学 1 年生、教職員等総勢約 230 名参加
の「八戸小唄流し踊り」は街の賑わい・
活性化に貢献している。



































 ・　音楽、美術、体育の 3 学科の教員が一体
となった指導体制

























































































































 ・　八戸せんべい汁研究所は平成 24 年、B-1
グランプリ全国 1 となり、一躍全国から
脚光を浴びる団体となった。地域おこし
の先駆けとして八戸市に 563 億円とも言
われる大きな経済効果をもたらした。　
 ・　このような成果の一原動力として本学ラ
イフデザイン学科の学生（総勢 50 名）
の活動は評価に値するものである。
 ・　6 年間に亘る息の長い活動を継続し、学
生の社会力を育て、大きな地域貢献を果
たした担当教員の功績は甚だ大きいもの
がある。
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7　本活動の意義
（1）　貢献活動の掌握
　平成 26 年度の本学の地域貢献活動は本ま
とめによって全体を掌握し、その傾向を把握
することができた。すなわち「地域の安心確
立」と「まちの魅力創造」への協働と貢献で
ある。
　学生にとっては自主性と自立性の発揮、教
員にとってはの教育的意義の理解、本学に
とっては学習成果の検証、地域に対しては「地
域の安心確立」と「まちの魅力創造」への貢
献、とそれぞれに大きな意義があった。今後
とも学科の特性を生かし、この 2 方面に力を
傾注していきたい。
（2）　今後の方向性
　平成 26 年度の地域貢献活動は教員の計画
書提出から始まって PDCA サイクルで進行
し、報告書で年度の終結を迎えた。しかし、
活動は継続して行われ、実績が年を追って蓄
積されていくことになる。活動の成果には時
間的経過も必要であるので、次回は 3 年後に
計画書と報告書の提出を求め再度実績を検証
していくこととする。
　なお、本学では地域人の招聘も推進してお
り、授業での講師招聘も実施している。今後
は「地域学」の導入も視野に入れて双方の交
流を深めていきたいと考えている。
8　課 題 と 展 望
　本学は地域連携研究センターと連携をと
り、大学と一体となって新郷村、八戸市南郷
区、階上町、五戸町と地域協定を締結して、官、
民と連携した活動にも力を注いでいる。学生
の行事参加をはじめ、教員も研究活動、地区
の委員会委員、研修会や講習会の講師など、
自発的に、また要請に応じて活動をしている。
概して地域や行政との協働事業や補助活動は
円滑に進められており、実績も周知されつつ
あるといえる。しかし、発信や提案などの地
域の牽引的な関わりにまで至っていないとい
うのが実情である。学生・教員ともに参画の
意欲は充分あるので時間や日程を工面してよ
り積極的な活動を展開させていきたい。
短期大学にとって種々厳しい現状ではある
が、この度の「計画書・報告書・まとめ」に
より、貢献の分野がはっきりし、本学の方向
性も明らかになってきた。「教育・研究・地
域貢献」という大学教員の枠組みを踏まえて、
さらに地域での教育の効果を実効あるものに
していきたい。
